
講 師 ： 江口健司氏（重度訪問介護事業所 小春空）
（基礎編・実践編 演習）

講 師： 深瀬和文氏（ALS当事者) 実践編口文字実習
講 師： 佐川優子氏（ALS当事者) 実践編透明文字盤実習

会 場 ： 北海道医療センター ５F大会議室
住 所 ： 札幌市西区山の手５条７丁目１－１ 駐車場有
定 員 ： ２０名 対象：札幌市民 （市外の方はご相談ください）
参加費 ： 無料

【プログラム】
10:00〜12:00 基礎編『口文字』「透明文字盤』入門演習

参加者同士で体験してみよう！
12:00〜13:00 休憩
13:00〜14:30 実践編『口文字』『透明文字盤』実習

実際に患者さんの言葉を読んでみよう！

【詳細】
■ 難病患者さんを中心に普及している口文字や透明文字盤。
午前中の研修では、講義の後、受講者同士で体験します。

■ 午後は実際に患者講師たちと口文字、透明文字盤でコミュニケーションを
    取っていただきます。
    口文字や透明文字盤が初めてという方でも遠慮なくお申し込みください。
難病当事者、ご家族、ヘルパーや医療者など、これから口文字を使う予定の方も歓迎。
これから重度訪問介護の仕事を始めようと考えている方、ボランティアで関わろうと思っている
学生、それ以外も大歓迎です。

【主 催】 札幌市障がい福祉課
【運営団体】 NPO法人 iCareほっかいどう
〒063-0826 札幌市西区二十四軒3条4丁目2-20 パークサイド24 １階

申し込みや研修に関する質問は下記アドレスまで（参加申込はメールのみ）

 NPO法人iCareほっかいどう： jimu@icare-h.com (佐藤まで）

日 時 ： 2024年10月19日（土） 10：00～12：00 基礎編
13：00～14：30 実践編

札幌市主催 障がい者コミュニケーション市民講座 (重度肢体不自由者編)

～障がいのある方とない方のコミュニケーション講座～

 口文字・透明文字盤研修会
～電源の要らない意思疎通手段～
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